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2026 年 8 月 2 日～5 日にかけて、ベトナム社会主義共和国における臨床工学技士制度構築に向けた医

療人材育成事業の開始に向けて、ハノイ市・バックマイ病院およびバックマイ病院附属医療短期大学と

打ち合わせを行うため、ベトナムのハノイ市にある Bach Mai 病院を訪問した。主な概要は下記の通り

である。 

 

2026/8/3 

11:00～【Bach Mai Hospital (Hanoi)】 

8/4 に予定している BME 部門長 Mr. Le Xuan Canh との打ち合わせに向けて、バックマイ病院事務局

長兼国際担当局長 Mr. Nguyen Thi Huong と、現在までの経緯やベトナム国内およびバックマイ病院・

バックマイ医療短期大学の現況や必要な法的手続き等についてヒアリングを実施した。 

 

2025/8/4 

14:00～【Bach Mai Hospital (Hanoi)】 

BME 部門長 Mr. Le Xuan Canh と今後のタイムラインおよび協力の方向性等について打ち合わせを実

施した。主な内容は下記の通りである。 

  ・現在、国に大学設置 （短大から大学への昇格、および新学科の設置）の申請準備を行っている。Bach 

Mai Hospital は医療省（日本の厚生労働省に該当）管轄であり、医療省の設置許可はすでに取り終えて

いる。次のステップとして、今年の年末までに教育省（日本の文部科学省）に対して申請を行う必要が

ある。医療系大学設置には医療省および文科省の双方の設置許可が必要であり、2027 年度末までの設置

許可取得を目標としている。ベトナムは毎年 9 月から新年度が始まるため、2028 年 9 月に 1 期生を迎

え入れることができるよう準備を進めて行きたい。 

 

  ・教育省への提出資料には授業のカリキュラムや科目・シラバス、教員配置などの情報が必要となる。

ベトナム版臨床工学技士は日本と同様の臨床業務可能な臨床工学技士育成を目指したいため、財団側で

まずは日本の臨床工学技士養成校のカリキュラム ・科目・シラバスの英語版を作成してお送り頂きたい。

その後、本国（ベトナム）においてどのようなカリキュラムにしていくのが良いのかについて詳細な打

ち合わせをさせて頂きたい。日本側からの専門家の派遣可能性の有無についても伺いたい。 

 

  ・資格制度について、ベトナムでは日本のような国家試験制度というものはない。大学等で専門教育

を修了した後、9 か月間の臨床研修を行い、保健省もしくは各省の保健局から発行される「医療従事証

明書」を交付してもらい医療従事者となる。BME を医療従事者として認めてもらうための話し合いはす



でに保健省側と始めており、恐らく問題ないだろうとのこと。将来的に日本のような国家試験制度を導

入するかどうかについては医師も含めた他の医療職にも関わってくる問題なので、まずは BME 学科（臨

床工学科）を設置し、その後資格制度については検討して行きたいと思っている。 

 

 ・教育省に資料を提出する前に再度打ち合わせを行いたい。 

 

 

 

右：Bach Mai Hospital BME 部門長 Mr. Le Xuan Canh 



 



 


